








ラ
フ
ル
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
、
多
様
な
用
途
に
適
応
す

る
新
た
な
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。

● 

ブ
ラ
ッ
ク
&
ホ
ワ
イ
ト

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
黒
と
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
色
調
を
際
立
た
せ
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
や
光
沢
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
新
た
な
表
現
へ
と
昇
華
さ
れ
て

い
る
。
幾
何
学
模
様
の
動
き
と
力
強
さ
が
増
し
、
抽
象

的
な
表
現
へ
と
進
化
。
黒
と
白
の
モ
チ
ー
フ
は
、
予
測

不
能
か
つ
生
命
力
に
満
ち
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
水
玉
や
ゼ

ブ
ラ
柄
に
新
た
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ツ
イ
ル

素
材
や
、
ミ
ク
ロ
ジ
ャ
カ
ー
ド
の
レ
ー
ス
、
刺
繍
が
用

い
ら
れ
、
抽
象
的
な
振
動
を
生
み
出
し
、
大
胆
な
黒
と

白
の
対
比
を
一
層
強
調
し
て
い
る
。

● 

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
明
暗
効
果（
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
）

　
黒
と
白
は
、
色
彩
と
対
話
し
な
が
ら
、
カ
ラ
フ
ル
な

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
も
表
現
さ
れ
、
キ
ア
ロ
ス
ク
ー
ロ
（
明
暗

効
果
）
に
新
た
な
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
暗
い
色
が
リ
ズ

ミ
カ
ル
な
模
様
を
作
り
出
し
、
淡
い
色
が
表
面
を
覆
い

な
が
ら
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
効
果
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
洗

練
さ
れ
た
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
感
が
漂
い
、
不
規
則
な
色
調

の
仕
上
げ
が
奥
行
き
を
演
出
。
色
付
き
ワ
ッ
ク
ス
の
加

工
や
段
階
的
な
擦
れ
た
効
果
に
よ
り
、
表
面
の
粒
子
が

強
調
さ
れ
、立
体
感
が
増
し
て
い
る
。
プ
レ
タ
ポ
ル
テ（
既

製
服
）
向
け
の
ラ
ム
ス
キ
ン
は
黒
く
染
め
ら
れ
、
通
常
は

革
製
品
に
施
さ
れ
る
パ
テ
ィ
ー
ナ
（
風
合
い
）
加
工
が
加

え
ら
れ
た
。

● 

暖
色
／
寒
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

　
ビ
ビ
ッ
ド
な
暖
色
と
寒
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
白
に

よ
っ
て
際
立
ち
、
時
折
、
色
の
斑
点
や
予
期
せ
ぬ
輝
き

が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
。
マ
ル
チ
カ
ラ
ー
フ
ロ
ッ
ク
の

ウ
ー
ル
糸
や
、
複
数
の
糸
を
絡
め
た
ヤ
ー
ン
に
よ
っ
て
、

鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
繊
細
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
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セ
ン
サ
リ
ー
・
オ
ピ
ュ
レ
ン
ス

セ
ン
サ
リ
ー
・
オ
ピ
ュ
レ
ン
ス

��
    Sensory
Sensory  O

pulence
O
pulence

　
今
シ
ー
ズ
ン
の

テ
ー
マ
は
、
抑
制
と

華
麗
さ
の
バ
ラ
ン
ス

に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。
過
度
な
装
飾
で

は
な
く
、
贅
沢
さ
は

素
材
の
官
能
的
な
質

感
や
手
触
り
、
表
面

の
仕
上
げ
に
表
れ
て

い
る
。
素
材
本
来
の

高
級
感
と
気
品
が
、

深
み
の
あ
る
カ
ラ
ー

ス
キ
ー
ム
や
色
の
重

な
り
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
厳
選
さ
れ

た
エ
レ
ガ
ン
ス
が
、
品
質
を
基
盤
と
し
、
豊
か
さ
と
触

感
の
魅
力
を
融
合
さ
せ
て
い
る
。

● 

フ
ォ
ー
エ
バ
ー
・
レ
ッ
ド

　
赤
は
今
シ
ー
ズ
ン
、
さ
ら
な
る
鮮
や
か
さ
で
そ
の
存

在
感
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
暗
め
で
く
す
ん
だ
赤
か
ら

オ
レ
ン
ジ
が
か
っ
た
赤
ま
で
、
全
体
的
に
明
る
く
、
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
視
覚
効
果
を
生
み
出
す
色
調
が
特
徴
で

あ
る
。
単
な
る
一
色
で
は
な
く
、
質
感
や
光
沢
、
透
明

感
が
加
わ
り
、
立
体
的
な
印
象
を
与
え
る
。
レ
ー
ス
や

刺
繍
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
赤
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が

広
が
り
、
触
感
の
豊
か
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

● 

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
の
華
や
か
さ

　
レ
ト
ロ
な
パ
レ
ッ
ト
は
、
深
み
の
あ
る
暖
色
調
と
柔

ら
か
な
メ
タ
リ
ッ
ク
の
輝
き
が
際
立
つ
。
金
、
銀
、
銅

の
微
妙
な
光
沢
が
、
控
え
め
な
が
ら
も
洗
練
さ
れ
た
グ

ラ
マ
ラ
ス
な
雰
囲
気
を
演
出
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ラ
ミ

ネ
ー
ト
、
メ
タ
リ
ッ
ク
な
素
材
が
、
鉱
物
の
よ
う
な
反

射
を
持
ち
、
落
ち
着
い
た
輝
き
を
表
現
し
て
い
る
。

● 

控
え
め
な
メ
タ
リ
ッ
ク

　
光
沢
の
経
年
変
化
を
表
現
し
、
控
え
め
な
華
や
か
さ

へ
と
移
行
し
て
い
る
。
暗
い
ト
ー
ン
・
オ
ン
・
ト
ー
ン

に
溶
け
込
む
メ
タ
リ
ッ
ク
効
果
が
特
徴
で
、
シ
ル
ク
や

ジ
ャ
カ
ー
ド
の
ベ
ー
ス
に
微
細
な
反
射
や
質
感
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
鉱
石
が
半
暗
が
り
の
中
で
輝
く
よ
う
な
、

流
動
的
で
虹
色
の
煌
め
き
を
放
つ
仕
上
が
り
と
な
っ
て

い
る
。
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● �

エ
コ
デ
ザ
イ
ン
の
最
前
線
：
廃
棄
物
と
代
替
繊
維
の

革
新

　
エ
コ
デ
ザ
イ
ン
の
最
前
線
で
は
、
廃
棄
物
や
代
替
繊

維
、
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
新
た
な
活
用
が
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
。
過
去
の
教
訓
と
最
先
端
技
術
を
融
合
さ
せ
、

境
界
や
制
約
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
創
造
的
表
現
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク

を
主
軸
と
し
つ
つ
、
そ
の
対
極
に
あ
る
装
飾
的
で
フ
ァ

ン
シ
ー
な
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
が
、
創
造
性
と
技
術
の
限
界

に
挑
戦
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
各
社
は
エ

コ
デ
ザ
イ
ン
を
単
な
る
ト
レ
ン
ド
で
は
な
く
、
本
質
的

な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
と
捉
え
、
そ
の
姿
勢
を

貫
い
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
は
、
曖
昧
な
取

り
組
み
で
は
な
く
、
確
固
た
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
実
践
が
不

可
欠
だ
。
時
代
の
最
前
線
を
担
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
、

新
た
な
技
術
と
持
続
可
能
な
素
材
を
駆
使
し
、
規
範
に

と
ら
わ
れ
な
い
創
造
的
な
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
る
。

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
イ
ラ
イ
ト

　
無
地
系
と
装
飾
系
に
分
け
て
、
注
目
素
材
を
紹
介
す
る
。

︿
無
地
系 

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
イ
ラ
イ
ト
﹀

　
大
き
く
次
の
3
つ
の
テ
ー
マ
が
浮
上
し
て
い
る
。
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密
度
密
度    D

ensity
D
ensity

　
糸
が
細
く
な
る
に

つ
れ
、
織
り
の
密
度

が
増
し
、
質
感
に
も

変
化
が
生
じ
る
。
厚

み
が
あ
り
な
が
ら
柔

軟
で
、
扱
い
に
く
い

素
材
が
も
た
ら
す
豊

か
で
丸
み
を
帯
び
た

感
触
が
特
徴
で
あ
る
。

ふ
っ
く
ら
と
し
た
ボ

リ
ュ
ー
ム
や
気
品
あ

る
ド
レ
ー
プ
を
形
成
し
、
最
終
仕
上
げ
と
し
て
カ
レ
ン

ダ
ー
加
工
、
ラ
ッ
カ
ー
加
工
、
マ
ー
セ
ラ
イ
ズ
加
工
が

施
さ
れ
る
こ
と
で
、
滑
ら
か
で
一
体
感
の
あ
る
、
し
っ

か
り
と
安
定
し
た
表
面
へ
と
磨
き
が
か
け
ら
れ
る
。
密

度
の
高
い
生
地
は
、
現
代
的
な
エ
レ
ガ
ン
ス
を
体
現
す

る
ミ
ニ
マ
ル
な
贅
沢
の
象
徴
で
あ
る
。

22
••  

時
の
流
れ

時
の
流
れ      Passage

Passage  ofof  Tim
e

Tim
e

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
の
流
れ
に
敬
意
を
表
し
、
不
完

全
さ
か
ら
生
ま
れ
る
創
意
工
夫
を
称
え
る
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
。
今
回
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
終
わ

り
の
な
い
物
語
を
語
る
。
す
べ
て
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、

形
を
変
え
、
再
考
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
新
た
な
価

値
が
見
出
さ
れ
る
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
わ
や
凸

凹
し
た
表
面
に
は
温
も

り
が
宿
り
、
褪
せ
た
色

に
は
虹
色
の
輝
き
が
、

傷
や
擦
れ
に
は
豊
か
な

感
情
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が

多
様
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
、
し
な

や
か
な
回
復
力
を
促
進

す
る
。
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日
常
を
解
放
す
る

日
常
を
解
放
す
る

�
Liberate
Liberate  our

our  Everyday
Everyday

　
パ
ジ
ャ
マ
や
ス
ウ
ェ
ッ
ト
、
下
着
と
い
っ
た
快
適
な

ア
イ
テ
ム
は
、
も
は
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
は
こ
れ
ら
の
要
素

を
さ
ら
に
洗
練
し
、
気
品

と
高
機
能
を
兼
ね
備
え
た

エ
コ
デ
ザ
イ
ン
へ
と
昇
華

さ
せ
る
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
、
居
心
地
の
良
さ
と
贅

沢
さ
、
実
用
性
と
エ
レ
ガ

ン
ス
が
融
合
す
る
時
代
で

あ
る
。
組
み
合
わ
せ
の
洗

練
度
が
増
し
、
柔
ら
か
さ

や
快
適
性
、
体
温
調
整
機
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能
が
向
上
。
新
た
な
定
番
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
私
た
ち

の
身
体
的
、
精
神
的
、
そ
し
て
社
会
的
な
健
康
を
支
え
る
。

今
こ
そ
、
日
常
を
解
放
す
る
時
で
あ
る
。

︿�

装
飾
系 

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
イ
ラ
イ
ト
﹀

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
装
飾
は
、
創
造
性
と
技
術
の
限
界
に

さ
ら
に
挑
戦
し
て
い
る
。
生
地
は
大
胆
な
芸
術
表
現
を

通
じ
て
新
た
な
美
的
感
覚
を
生
み
出
し
、
異
な
る
世
界

観
や
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
楽
し
む
デ
ザ
イ
ン
を
促
進
し
て

い
る
。
25
／
26
年
秋
冬
の
装
飾
は
、
細
部
ま
で
緻
密
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

を
創
出
し
て
い
る
。

　
装
飾
系
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
、
次

の
3
つ
の
テ
ー
マ
が
浮
上
し
て
い
る
。
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贅
沢
な
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

贅
沢
な
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

�
Luxurious
Luxurious  M

inim
alism

M
inim

alism

　
今
シ
ー
ズ
ン
、
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
贅
沢
な
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
で
幾
何

学
的
な
ラ
イ
ン
を
持
ち
、
洗
練
さ
れ
た
高
品
質
な
生
地

を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン
が
際
立
っ
て
い
る
。
純
粋
さ
を
追

求
す
る
一
方
で
、
豪
華
さ
へ
の
欲
求
が
交
錯
し
、
二
つ

の
対
照
的
な
方
向
性
が
共
存
し
て
い
る
。

　
過
剰
な
時
代
に
お
い
て
、
本
質
へ
の
回
帰
、
簡
素
化

と
整
理
が
求
め
ら
れ
、
控
え
め
で
整
然
と
し
た
テ
キ
ス

タ
イ
ル
構
造
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
繊
細
な
ラ
イ
ン
や

格
子
模
様
、
チ
ェ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ド
パ
タ
ー
ン
が
、
フ
ェ

イ
ク
フ
ァ
ー
や
刺

繍
入
り
チ
ュ
ー

ル
、
ジ
ャ
カ
ー
ド
、

ニ
ッ
ト
、
反
射
プ

リ
ン
ト
に
施
さ
れ
、

繊
細
な
が
ら
も
確

か
な
存
在
感
を
示

し
て
い
る
。

　
透
明
感
の
あ
る

素
材
は
彫
刻
的
な

要
素
を
帯
び
、
半

透
明
の
生
地
に
は

新
た
な
硬
さ
が
加

わ
り
、
建
築
的
か
つ
保
護
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
形
成
し

て
い
る
。
透
明
感
は
幾
何
学
模
様
や
繊
細
な
ラ
イ
ン
で

特
徴
づ
け
ら
れ
、
控
え
め
な
デ
ザ
イ
ン
が
意
識
さ
れ
て

い
る
。
ジ
ャ
カ
ー
ド
ク
ロ
ッ
ケ
、
モ
ー
ル
ド
プ
リ
ー
ツ

チ
ュ
ー
ル
、
オ
ー
ガ
ン
ザ
、
透
明
ニ
ッ
ト
、
刺
繍
、
レ
ー

ザ
ー
カ
ッ
ト
な
ど
の
技
法
が
用
い
ら
れ
、
控
え
め
な
贅

沢
さ
、
貴
重
さ
、
卓
越
性
を
表
現
し
て
い
る
。「
贅
沢
な

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」は
、
プ
リ
ン
ト
や
刺
繍
、
レ
ー
ス
、
ジ
ャ

カ
ー
ド
と
い
っ
た
要
素
の
融
合
を
通
じ
て
、
新
た
な
ス

タ
イ
ル
を
提
示
し
て
い
る
。
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異
な
る
ス
タ
イ
ル
と
豪
華
さ
の
融
合

異
な
る
ス
タ
イ
ル
と
豪
華
さ
の
融
合

�
Fusion
Fusion  ofof  Styles

Styles  and
and  Extravagance

Extravagance

　
25
／
26
年
秋
冬
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
は
、
贅
沢
さ
を
受

け
入
れ
つ
つ
卓
越
性
を
追
求
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー

ド
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
美
的
な
限
界
に

挑
戦
し
て
い
る
。

　
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
の
洗
練
と
並
行
し
て
、
今
シ
ー
ズ
ン

は
贅
沢
で
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
見
ら
れ
る
。
女
性

的
な
も
の
と
男
性
的
な
も
の
、
さ
ら
に
は
世
代
の
境
界

を
曖
昧
に
し
、
過
去
や
伝
統
を
新
た
な
創
造
の
源
と
し

て
再
解
釈
し
て
い
る
。

　
こ
の
ト
レ
ン
ド
は
、
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
や
ア
ッ
プ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
の
影
響
に
よ
り
、
織
物
の
豊
か
な
伝
統
へ

の
関
心
を
再
び
呼
び
起
こ
し
て
い
る
。
色
や
技
術
、
パ

タ
ー
ン
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
交
互
に
現
れ
、
ス
ケ
ー
ル

が
拡
大
し
、
フ
リ
ン
ジ
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
よ
り
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　
ジ
ャ
カ
ー
ド
や
プ
リ
ン
ト
に
は
、
オ
ー
バ
ー
サ
イ
ズ
の
パ

タ
ー
ン
や
モ
チ
ー

フ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
要
素
が
融
合

し
、
マ
ッ
ト
と
光

沢
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
際
立
っ
て
い

る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク

な
チ
ェ
ッ
ク
柄
は

X
X
L
サ
イ
ズ
に

拡
大
さ
れ
、
ぼ
や

け
た
り
カ
オ
ス
的

に
乱
れ
た
り
す
る

こ
と
で
、
伝
統
と

-　6　-



前
衛
の
交
錯
を
体
現
し
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ー
ド
、
モ
ヘ
ア
、

コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
、
フ
ロ
ッ
ク
加
工
、
過
剰
な
刺
繍
と
い
っ

た
多
様
な
技
法
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。

　
光
沢
は
流
動
的
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
り
、
モ
ア

レ
や
多
色
使
い
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
北
極
光
を
思

わ
せ
る
色
合
い
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
刺
繍
や
カ
ッ
ト
ヤ
ー

ン
、
フ
リ
ン
ジ
ジ
ャ
カ
ー
ド
に
は
金
の
要
素
が
加
わ
る

こ
と
で
、
贅
沢
さ
を
存
分
に
誇
示
す
る
表
現
が
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。

　
贅
沢
な
要
素
は
、
豪
華
な
フ
ェ
イ
ク
フ
ァ
ー
や
カ
ッ

ト
ヤ
ー
ン
ジ
ャ
カ
ー
ド
、
フ
リ
ン
ジ
刺
繍
に
も
表
れ
、

毛
皮
の
よ
う
な
外
観
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
長
さ
や
光
沢
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
駆
使
す
る
こ

と
で
、
贅
沢
さ
の
新
た
な
表
現
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。

33
••  

装
い
を
一
段
と
引
き
立
て
る
使
い
込
ま
れ
た
美

装
い
を
一
段
と
引
き
立
て
る
使
い
込
ま
れ
た
美

�
Elevating
Elevating  the

the  Look
Look  ofof  W

ear
W
ear

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
課
題

に
取
り
組
む
中
、
製
品
の
長
寿
命
が
重
要
な
要
素
と
な
っ

て
い
る
。
生
地
の
耐
久
性
の
み
な
ら
ず
、
視
覚
的
魅
力

も
ま
た
、
衣
類
が
時
間
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
美
し
さ

を
維
持
す
る
か
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
使

い
込
ま
れ
た
痕
跡
す
ら
も
、
美
的
価
値
と
し
て
再
評
価

さ
れ
て
い
る
。

　
生
地
に
「
使
い
込
ま
れ
た
」
印
象
を
与
え
る
た
め
に
、

無
地
の
生
地
は
優
し
く
色
あ
せ
、
デ
ニ
ム
や
カ
ジ
ュ
ア

ル
コ
ッ
ト
ン
に
は
微
妙
で
意
図
的
な
ム
ラ
洗
い
が
施
さ

れ
て
い
る
。
ム
ラ

染
め
は
コ
ッ
ト
ン

ニ
ッ
ト
に
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
感
を
与
え
、

流
動
的
な
生
地
に

は
プ
リ
ン
ト
に

よ
っ
て
着
用
の
痕

跡
が
模
倣
さ
れ
て

い
る
。

　
シ
ル
キ
ー
素
材

に
は
、
ダ
メ
ー
ジ

効
果
を
強
調
し
た

ジ
ャ
カ
ー
ド
が
施

さ
れ
、
繰
り
返
し
修
理
さ
れ
た
織
物
の
不
完
全
さ
が
表

現
さ
れ
て
い
る
。
カ
ッ
ト
ヤ
ー
ン
は
ほ
つ
れ
た
生
地
を

想
起
さ
せ
、
ラ
ン
ダ
ム
な
フ
リ
ン
ジ
が
シ
ル
キ
ー
素
材

の
表
面
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
で
、
偶
然
性
を
伴
う
装

飾
的
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
使
い
込
ま
れ
た
風
合
い
の
変
容
美
は
、
生
地
の
表
面

に
現
れ
て
い
る
。
頻
繁
に
擦
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
わ
ず

か
な
光
沢
が
、
シ
ッ
ク
な
コ
ッ
ト
ン
や
ス
ー
ツ
地
に
染

み
込
み
、
ウ
ー
ル
は
洗
濯
後
に
ア
イ
ロ
ン
が
け
を
省
略

し
た
よ
う
な
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
し
わ
感
を
持
つ
。
シ
ル

キ
ー
素
材
や
シ
ャ
ツ
地
に
は
し
わ
加
工
が
施
さ
れ
、
動

き
の
あ
る
表
情
を
加
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
軽
く
波
打
つ
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
、
テ
ク
ニ
カ

ル
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
滑
ら
か
さ
を
崩
し
、
風
通
し
の

良
い
ア
ウ
タ
ー
に
活
気
を
与
え
て
い
る
。
し
わ
感
の
あ

る
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
豊
富
に
用
い
ら
れ
、
均
一
に
リ
ブ

の
効
い
た
生
地
に
変
化
を
加
え
、
冬
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

に
シ
ア
サ
ッ
カ
ー
効
果
を
再
導
入
し
て
い
る
。

　
時
間
の
経
過
と
と
も
に
色
あ
せ
な
が
ら
も
深
み
を
増

す
色
合
い
を
選
び
、
経
年
変
化
の
美
し
さ
を
備
え
た
素

材
を
開
発
し
、
時
を
超
え
て
魅
力
を
保
つ
デ
ザ
イ
ン
を

生
み
出
す
こ
と
で
、
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち

は
衣
類
の
長
寿
命
に
対
す
る
創
造
的
な
挑
戦
を
続
け
て

い
る
。フ

ァ
ブ
リ
ッ
ク
の
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト

● 

プ
レ
シ
ャ
ス
・
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム

　
過
剰
な
時
代
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
本
質
へ
の
回
帰

と
簡
素
化
、
整
理
整
頓
で
あ
る
。
現
代
的
エ
レ
ガ
ン
ス

と
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
を
融
合
さ
せ
た
贅
沢
が
見
直
さ
れ
て

い
る
。
シ
ン
プ
ル
で
洗
練
さ
れ
た
上
質
感
と
機
能
性
を

兼
ね
備
え
た
デ
ザ
イ
ン
が
浮
上
し
、
整
然
と
し
た
控
え

め
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
構
造
が
際
立
つ
。
細
い
線
や
格
子
、

チ
ェ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ド
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
繊
細
に
描

き
出
さ
れ
る
。

● 

英
国
の
伝
統
美
：
ツ
イ
ー
ド
再
発
見

　
基
本
に
立
ち
返
り
、
英
国
海
峡
の
向
こ
う
側
の
ル
ー

ツ
と
再
び
つ
な
が
る
ツ
イ
ー
ド
が
再
発
見
さ
れ
て
い
る
。

苔
の
よ
う
な
色
合
い
、
ぼ
や
け
た
印
象
、
さ
ら
に
カ
ラ
ー

ミ
ッ
ク
ス
効
果
を
持
ち
、
素
朴
さ
が
際
立
つ
。
ブ
ー
ク

レ
や
ノ
ッ
プ
ヤ
ー
ン
に
不
規
則
性
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
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微
妙
に
柔
ら
か
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

● 
輝
き
と
洗
練
が
融
合
す
る
テ
ー
ラ
リ
ン
グ

　
テ
ー
ラ
リ
ン
グ
で
は
、
堅
苦
し
さ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
感

の
両
方
を
楽
し
め
る
ス
ー
ツ
生
地
に
光
の
要
素
が
映
え

る
。
磨
か
れ
た
光
沢
や
控
え
め
な
輝
き
が
伝
統
的
な
仕

立
て
に
洗
練
を
加
え
、
梳
毛
ツ
イ
ル
は
シ
ル
ク
の
よ
う

な
艶
を
放
つ
。
斑
点
や
ノ
ッ
プ
ド
が
施
さ
れ
た
ラ
フ
な

生
地
に
は
、
予
期
せ
ぬ
輝
き
や
ラ
メ
が
散
り
ば
め
ら
れ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に
さ
り
げ
な
い
魅
力
が
加
わ
っ

て
い
る
。

● 

動
き
の
あ
る
シ
ル
キ
ー
な
光
沢

　
シ
ル
キ
ー
は
「
動
き
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
貴
な
曲
線
や

ド
レ
ー
プ
が
新
た
な
美
を
演
出
し
て
い
る
。
ダ
ブ
ル
サ

テ
ン
や
厚
み
の
あ
る
ミ
カ
ド
は
波
の
よ
う
に
流
れ
落
ち
、

彫
刻
的
な
仕
立
て
が
生
地
の
密
度
を
強
調
す
る
。
さ
ら

に
、
軽
や
か
な
ジ
ャ
ー
ジ
ー
や
カ
シ
ミ
ア
が
優
雅
な
感

触
を
提
供
。
光
沢
も
流
動
的
で
、
モ
ア
レ
や
オ
ー
ロ
ラ

の
光
を
思
わ
せ
る
色
調
や
、
金
で
装
飾
さ
れ
た
豪
華
な

デ
ザ
イ
ン
も
見
ら
れ
る
。

● 

透
明
感
と
繊
細
な
立
体
美

　
透
明
感
の
あ
る
素
材
は
さ
ら
に
立
体
的
か
つ
彫
刻
的

に
進
化
し
て
い
る
。
半
透
明
の
生
地
は
新
た
な
硬
さ
を

持
ち
、
構
築
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
生
み
出
し
て
い
る
。

透
明
感
は
植
物
や
幾
何
学
模
様
の
繊
細
な
ラ
イ
ン
で
際

立
ち
、
控
え
め
な
デ
ザ
イ
ン
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ

カ
ー
ド
、
ク
ロ
ッ
ケ
、
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
、
レ
ー
ス
、
刺
繍
、

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
な
ど
が
上
品
で
贅
沢
な
質
感
と
高
度

な
技
術
を
表
現
し
て
い
る
。

● 

毛
羽
立
つ
素
材
は「
エ
コ
」が
キ
ー

　
身
体
を
包
み
込
む
長
い
毛
足
か
ら
微
起
毛
シ
ャ
ツ
地

ま
で
、
ふ
ん
わ
り
と
し
た
毛
羽
立
つ
素
材
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
。
ウ
ー
ル
に
は
セ
ー
ブ
ル
の
よ
う
な
光

沢
や
ア
ス
ト
ラ
カ
ン
風
の
波
模
様
が
見
ら
れ
、
ベ
ル
ベ
ッ

ト
、
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
、
モ
ー
ル
ス
キ
ン
、
ピ
ー
チ
、
裏
毛
、

パ
イ
ル
な
ど
の
ウ
イ
ン
タ
ー
コ
ッ
ト
ン
が
復
活
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
「
エ
コ
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

● 

時
を
重
ね
る
美
学

　
時
の
経
過
を
反
映
し
た
デ
ザ
イ
ン
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
背
景
に
、
不
完
全
さ
か
ら
イ
ン

ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
が
登
場
し
て
い
る
。

シ
ワ
や
穴
開
き
、
傷
跡
が
温
か
み
を
醸
し
出
し
、
ダ
メ
ー

ジ
や
修
繕
加
工
、
ほ
つ
れ
を
表
現
す
る
カ
ッ
ト
ヤ
ー
ン

が
目
を
引
く
。
特
に
シ
ワ
感
は
豊
富
で
、
冬
物
に
シ
ア

サ
ッ
カ
ー
効
果
が
再
導
入
さ
れ
て
い
る
。

● 

デ
ニ
ム
：
新
た
な
地
平
を
求
め
て

　
職
人
技
の
織
り
や
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
加
工
、
デ
ィ
ス
ト
レ

ス
効
果
、
レ
ザ
ー
風
、
オ
ー
バ
ー
サ
イ
ズ
の
シ
ル
エ
ッ

ト
や
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
と
の
融
合
な
ど
が
見
ら
れ
、
次

な
る
ス
テ
ー
ジ
を
切
り
開
く
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
ツ
イ

ル
の
代
替
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
フ
ァ
ン

シ
ー
織
り
も
登
場
し
て
お
り
、
光
沢
や
シ
ャ
ー
プ
な
質

感
も
加
わ
り
、
環
境
に
も
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

● 

オ
ー
バ
ー
サ
イ
ズ
の
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
パ
タ
ー
ン

　
オ
ケ
ー
ジ
ョ
ン
需
要
の
回
復
に
伴
い
、
華
や
か
な
素

材
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
カ
ー
ド
や
プ
リ

ン
ト
で
は
、
オ
ー
バ
ー
サ
イ
ズ
の
モ
チ
ー
フ
に
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ド
が
融
合
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
パ

タ
ー
ン
が
好
評
で
あ
る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
チ
ェ
ッ
ク
も

X
X
L
サ
イ
ズ
に
拡
大
さ
れ
、
ぼ
や
け
た
表
現
や
カ
オ

ス
的
な
乱
れ
が
加
わ
っ
て
い
る
。

● 

プ
リ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン
：
自
然
と
伝
統
の
交
差
点

　
自
然
や
文
化
に
着
想
を
得
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
主
流

と
な
り
、
対
立
す
る
視
点
が
交
差
す
る
中
で
新
た
な
創

造
性
が
生
ま
れ
て
い
る
。
浮
上
す
る
二
つ
の
テ
ー
マ
の

う
ち
、
一
つ
は
植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
抽
象
的
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
。
暗
闇
か
ら
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的
な
植

物
や
、
透
明
感
の
あ
る
柔
ら
か
な
重
ね
描
き
が
特
徴
で
、

自
然
を
詩
的
か
つ
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
。
一
見
穏

や
か
に
見
え
る
モ
チ
ー
フ
だ
が
、
そ
の
中
に
予
期
し
な

い
深
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
、
伝

統
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
を
融
合
さ
せ
た
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン

で
あ
り
、
バ
ロ
ッ
ク
的
な
豪
華
さ
や
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
花
柄
プ
リ
ン
ト
が
華
や
か
さ
を
演
出
し
て
い
る
。
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業 界 V I E W

経済産業省関係経済産業省関係
令和７年度当初予算の概要令和７年度当初予算の概要

「令和７年度経済産業省関連予算等の概要」から、繊維関連を中心に代表的なものをピックアップしました。
詳細につきましては、下記URLをご参照ください。

令和７年度経済産業省関連予算等の概要（METI/経済産業省）
https://www.meti.go.jp/main/yosan/yosan_fy2025/index.html）

（１）国内投資拡大の継続・対日投資の拡大
① GX・脱炭素エネルギー　【当初１兆28億円（9,644億円）】（補正3,194億円）
　⃝�GX2040ビジョン及びエネルギー基本計画の改定に際して、エネルギーの価格上昇リスクや供給途絶リスクに対応し、

貿易収支の悪化から脱却するため、GX・省エネ投資の推進に加え、再エネ、原子力など、エネルギー自給率向上に
資する脱炭素エネルギーの供給を拡大するための事業環境整備や、産業分野の現実的な形での燃料転換の支援、火力
の脱炭素化、LNG等の安定供給確保、低炭素水素等（アンモニア、合成メタン、合成燃料を含む）・CCUSなどの新た
な脱炭素技術の社会実装・サプライチェーン構築等を推進する。

ⅰ）GX・省エネ投資の推進
 当初   補正  省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金　【当初760億円】【補正300億円】（GX）
 当初   補正  中小企業等エネルギー利用最適化推進事業費　【当初6.1億円（10億円）】【補正34億円】（エネ特）
 補正  省エネルギー投資促進支援事業費補助金　【300億円】（エネ特）
 補正  高効率給湯器導入促進による家庭部門の省エネルギー推進事業費補助金　【580億円】（GX）

ⅱ）再エネ、原子力など、脱炭素エネルギーの供給拡大
 当初  GXサプライチェーン構築支援事業　【610億円（548億円）】（GX）
 当初  太陽光発電大量導入への課題解決に向けた技術開発事業　【32億円（32億円）】（エネ特）
 当初  需要家主導型太陽光発電及び再生可能エネルギー電源併設型蓄電池導入支援事業　【98億円（100億円）】（エネ特）
 当初  再生可能エネルギー導入拡大に向けた系統用蓄電池等の電力貯蔵システム導入支援事業　【150億円（85億円）】（GX）

ⅲ）産業分野の現実的な形での燃料転換の支援
 当初  排出削減が困難な産業におけるエネルギー・製造プロセス転換支援事業　【256億円（327億円）】（GX）
 当初   補正  省エネルギー投資促進・需要構造転換支援事業費補助金　【当初760億円】【補正300億円】（GX）（再掲）

② デジタル基盤技術・自動車・バイオ産業　【当初3,818億円（2,908億円）】（補正１兆8,092億円）
⃝�半導体サプライチェーン強靭化に向けて、国内生産拠点の整備や研究開発の支援、各地域での工業用水等の基盤インフ
ラの有効活用・整備・強靱化を進める。
⃝�電動車普及に向けた車両購入・インフラ整備や、蓄電池の製造基盤の確立、次世代電池の実用化に向けて必要な支援を
行う。
⃝�バイオ医薬品や再生・細胞・遺伝子治療分野の支援を進める。

③ 対日投資促進　【当初307億円（314億円）】
⃝�イノベーション・地域活性化に資する対日投資案件の誘致、高度外国人材の受入や海外企業との協業連携を促進する。

（２）イノベーション・新陳代謝の加速
（2-1）世界との勝負（世界の創造拠点）
⃝イノベーションエコシステムの構築、AI等活用に向けた事業環境の整備　【当初1,592億円（1,610億円）】（補正1,837億円）
⃝�先端領域におけるイノベーションを促進するため、フロンティア技術の探索・育成の重点的な支援を通じて技術インテ
リジェンスを強化し、国際的なルールメイキングに取り組むとともに、バイオ、量子、次世代航空機、宇宙等への支援
に取り組む。
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業 界 V I E W

⃝�グローバルに活躍するスタートアップ等を創出するために、グローステージの成長支援強化、国の研究開発予算におけ
るスタートアップ支援のポートフォリオ拡大、スタートアップ等が大きく成長できるための市場環境整備を進める。

 補正  ディープテック・スタートアップへの事業開発支援事業　【76億円】
 補正  スタートアップのグローバル化強化事業　【44億円】
 補正  地域大学のインキュベーション・産学融合拠点の整備事業　【30億円】
⃝�AIの性能向上やコンピューティングパワーの形成に向けて、計算資源の高効率化等の研究開発を進めながら、国内外の
優れた企業・人材によるイノベーションを促す。
⃝モビリティDX戦略に基づき、SDVの普及等モビリティDXを推進する。
⃝�デジタルによる新たな価値創造を促進するため、産学官が連携して、企業や業界、国境を横断したデータ連携の実現を
目指す「ウラノス・エコシステム」を推進する。
⃝�グローバル市場の形成・獲得　【当初1,400億円（1,418億円）】（補正1,027億円）
⃝�グローバルサウスとの経済連携強化を図るべく、日本企業と現地企業の強靱なサプライチェーンの構築や、カーボン
ニュートラル等を共に実現する事業等の支援を行うとともに、貿易保険事業のリスク対応能力の強化等に取り組む。ま
た、貿易プラットフォームの活用・データの標準化等による貿易DX推進にも取り組む。
⃝�GX投資促進策の協調等による、特定の国に過度に依存しない、同志国とのGXサプライチェーンの構築、AZECのさら
なる具体化を進める。
⃝�サーキュラーエコノミーの実現（再生材利用拡大と、製品の効率的利用等を促す動静脈連携のための制度検討や支援）
に取り組む。

（2-2）生活の質を高める（ヘルスケアスタートアップ支援、クリエイター育成等） 
� 【当初85億円（76億円）】（補正1,400億円）
⃝�ヘルスケアスタートアップの支援を通じた新たなビジネスの創出、介護需要の多様な受け皿整備、ヘルスケアの国際展
開（アウトバウンド・インバウンド）を促進する仕組みの構築を進める。
⃝�クリエイティブ産業の振興に向けて、正規流通支援、模倣品対策、海外現地拠点等を活用した戦略的海外展開を促進する。
⃝�知財を活用した中小企業等の稼ぐ力を向上すべく、「知財経営支援ネットワーク」を活用し、地域の知財エコシステムの
構築を進める。

（３）国民の所得向上【当初1,155億円（1,112億円）】（補正3,632億円）
⃝�地域の中堅・中小企業・小規模事業者の発展を支えるとともに、賃上げや働き方改革による良質な雇用を実現できる地
域の中堅・中小企業・小規模事業者を育成し、更なる成長軌道に乗せる。
⃝�地域経済を牽引する中堅企業に関するビジョンの策定や、売上100億円以上への成長を目指す中小企業の成長支援、広
域連携を含む経営支援体制の構築、設備投資や海外展開、フェーズに応じた事業再生等の支援、事業承継・M&Aの促進、
ゼブラ企業の創出・育成に取り組む。
⃝�ロボット等の活用推進等を含め、人手不足等の供給制約へのさらなる対応を推進する。
 当初  成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）　【123億円（128億円）】
 当初  中小企業資金繰り支援事業　【223億円（192億円）】
 当初   補正  中小企業活性化・事業承継総合支援事業　【当初144億円（146億円）】【補正61億円】
 当初  小規模事業対策推進等事業　【61億円の内数（54億円の内数）】
 当初   補正  地方公共団体による小規模事業者支援推進事業　【当初10億円（11億円）】【補正10億円】
 当初  中堅・中核企業の経営力強化支援・地域の人事部支援事業　【８億円（11億円）】
 当初   補正  中堅・中小企業の賃上げに向けた省人化等の大規模成長投資補助金
� 【当初8.7億円】【補正1,400億円】※国庫債務負担行為含め3,000億円規模
 当初  中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業　【34億円の内数（35億円の内数）】
 当初  海外ビジネス強化促進事業　【28億円（新規）】
 当初  中小企業等海外展開支援事業　【11億円（8.4億円）】（特許特）（再掲）
 当初  中小企業実態調査事業　【21億円（22億円）】
 当初  デジタル・ロボットシステム技術基盤構築事業　【2.3億円（新規）】
 当初  独立行政法人中小企業基盤整備機構運営費交付金　【184億円（220億円）】
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 補正  中小企業生産性革命推進事業　【3,400億円】
 補正  事業環境変化対応型支援事業　【112億円】

⃝�価格交渉促進月間の実施とその後のフォローアップ調査などの予算事業に加えて、下請代金法の執行の強化（公取委・
事業所管省庁との執行連携等）、官公需等における労務費等の価格転嫁の徹底等による価格転嫁の強化策を推進する。

 当初   補正  中小企業取引対策事業　【当初29億円（28億円）】【補正8.3億円】

⃝�デジタル人材育成を推進するため、個人のデジタルスキル情報の蓄積・可視化を通じてデジタル技術についての継続的
な学びの実現、スキル情報の労働市場での活用等を進める。

 当初  地域デジタル人材育成・確保推進事業　【8.6億円（6.6億円）】
 補正  デジタル人材育成エコシステム構築事業　【21億円】

（４）GXの実現とエネルギー安定供給の確保
（１）（２）で詳述のため省略。

（５）経済安全保障の確保【当初73億円（62億円）】（補正2,916億円）
⃝�我が国の産業・技術基盤を維持・発展させるため、サイバー対処能力の向上やセキュアなソフトウェア・IoT機器の流
通促進等によるサプライチェーン全体でのサイバーセキュリティ対策の強化、脅威・リスク分析のための体制構築、新
たな貿易管理における枠組みを含む技術管理対策の強化、技術優位性獲得に向けた投資支援、セキュリティ・クリアラ
ンス制度を活用した産業界・主要国との戦略的な連携を行う。

 当初  産業サイバーセキュリティ対策の強化に向けた環境整備事業　【54億円（44億円）】
 当初  重要技術総合管理事業　【19億円（17億円）】
 補正  重要経済安保情報保護活用法の施行に向けた民間企業等の体制構築等事業　【16億円】

（６）大阪・関西万博【当初27億円（24億円）】（補正511億円）
⃝�大阪・関西万博の政府館解体、各国・国際機関の参加・出展の確保等を行う。
　※�「未来社会の実験場」のコンセプトの下、各予算事業を活用することで、モビリティ、エネルギー・環境、デジタル、

ライフサイエンス、宇宙、日本文化発信、中小・スタートアップの魅力発信など、社会課題の解決につながる技術を
実証・実装・発信する。

（７）経済社会の基盤を支える最重要課題（福島・能登復興・レジリエンス・物価高対策）
⃝福島の復興、能登半島地震等からの復旧・復興　【当初470億円（470億円）】（補正657億円）
⃝�福島第一原子力発電所の廃炉の安全かつ着実な実施、ALPS処理水処分の安全性確保と風評対策・なりわい継続支援、
日本産食品の輸入規制の即時撤廃への働きかけに取り組む。
⃝�帰還困難区域の避難指示解除と事業・なりわい再建、新産業創出、交流人口拡大、芸術文化を通じた復興の推進を図る。
⃝�能登半島地震等からの復旧・復興、被災者の生活・生業の再建に取り組む。

⃝産業のレジリエンス・安全の向上　【当初128億円（124億円）】（補正18億円）
⃝�中小企業・小規模事業者の防災力を高め、事業継続力を強化するBCP策定を促進する。
⃝�人手不足の克服と産業インフラの保安レベルの維持向上の両立に向けたスマート保安技術の導入を進める。

⃝足元の物価高に対するきめ細かい対応　（補正１兆3,518億円）
⃝�物価水準が高止まる中、地方経済や低所得者世帯への即効性のある対策として、ガソリンなどの燃料油の卸価格抑制を
通して、小売価格急騰の抑制を図る。
⃝�物価高により厳しい状況にある生活者を支援するため、家庭の電力使用量の最も大きい時期である１月から３月の冬期
の電気・ガス代を支援する。

 補正  燃料油価格激変緩和対策事業　【１兆324億円】
 補正  電気・ガス料金負担軽減支援事業　【3,194億円】
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比

2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 

2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 

2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 

2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 

2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 

2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 

2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 

2022年 606 558 1,165 99.0 1,081 106.1 388 102.4 418 105.3 1,552 99.9 1,500 105.9 9,103 95.7 

2023年 610 548 1,159 99.5 1,117 103.3 389 100.4 443 105.9 1,548 99.7 1,560 104.0 8,754 96.2 

2024年 598 517 1,115 96.3 1,127 100.9 360 92.5 420 94.9 1,476 95.3 1,547 99.2 8,694 99.3 

2024年1月 47 37 83 95.2 84 100.7 28 92.1 32 96.3 112 94.4 116 99.4 8,750 97.3 

2025年1月 46 40 86 102.9 89 106.6 28 99.7 32 102.3 114 102.1 122 105.4 8,652 98.9 

2024年2月 50 43 93 97.5 92 102.0 31 95.1 36 102.2 123 96.9 128 102.0 8,733 97.6 

2025年2月 48 42 90 97.6 93 100.6 28 92.6 33 91.3 119 96.3 126 98.0 8,650 99.0 

2024年1-2月 96 80 176 96.4 176 101.3 59 93.6 68 99.4 235 95.7 244 100.8 - -

2025年1-2月 94 82 176 100.1 182 103.5 56 96.0 66 96.4 233 99.1 248 101.5 - -

（従業者数は１月・２月末）

（注）	�2023（令和５）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2024（令和６）年、2025（令
和７）年の数値は、生産動態統計月報の累計です。

	 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
	 2015（平成27）年	 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
		�  加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
	 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
	 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

　犬・猫の皮膚糸状菌としてMicrosporum canis（好獣性菌）は代表的な原因菌種で、感染症全体で見ると、犬が約
70％、猫が約99％を占めると言われています。家族同様の大事なペットにとって、厄介な菌種であることは間違い
ありません。ニッセンケンでは、ペットに“より快適な製品”をお届けできるように、好獣性菌を利用した繊維製品の
抗かび性の評価試験を開始しました。試験対象となる繊維製品はペット用の服・マット・おもちゃ・寝具等多岐にわ
たります。

【好獣性菌とは】
　Microsporum canisは動物における真菌症の原因菌（好獣性菌）であり、日常
生活の中に存在します。特にまだ幼かったり、高齢だったり、環境の要因で免疫
力が低下してしまった犬・猫は感染しやすい傾向にあります。皮膚糸状菌に感染
した場合、毛や皮膚の表面に発症します。
　治療方法としては、内服薬として抗真菌薬を、そして抗菌作用のある薬用シャ
ンプーを使用し、陰性となるまでしっかりと対処します。また皮膚糸状菌の感染
性が強いため、生活環境中の抜けた毛を徹底的に除去し、寝具や家具等を洗浄や
消毒することが重要です。

【好獣性菌に関する抗かび性試験の概要】
目　　的 繊維製品の抗かび性を評価
対象製品 ペット用の服、マット、おもちゃ、寝具の繊維製品等
試　　料 ６検体、１検体につき0.2g ± 0.03g

試験方法 試料にかび懸濁液を接種し、接種直後の試験試料３検体のATP量を測定する。接種直後の測定をし
ない試験試料３検体は25℃±２℃で42±２時間培養

評価方法 抗かび活性値で評価。試験試料と対象試料ATP量を比較することで、どの程度かびの増殖を抑制さ
れたかを示す値で評価する

【ニッセンケンは様々な抗かび性試験を実施しています！】
　ニッセンケンでは、微生物に関する様々な規格に対応した試験を行っています。
　今回ご案内した、好獣性菌を利用したペット用繊維製品の抗かび効果の評価だけではなく、ペットに関連した様々
な製品、プラスチック、ガラス、木竹、屋内や屋外で使用する繊維製品も試験対象ですので、お気軽にお問い合わせ
ください。

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6660　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

【バイオケミカル試験に関する詳細情報を
ご提供しています】

【バイオケミカル試験に関するお問い合わせ先】

抗ウイルス・抗菌・抗アレル等のバイオケミカ
ル試験に関する各種詳細資料（PDFファイル）は、
こちらからダウンロードできます。
https://nissenken.or.jp/order/download/

▶ニッセンケン事業拠点
https://nissenken.or.jp/outline/locations/

最寄りの各事業拠点にお気軽にお問い合わせください。
お問い合わせフォームからもお受けしています。

バイオケミカルグループ 特設サイト
https://biochemical.nissenken.jp/

▶お問い合わせフォーム
https://nissenken.or.jp/contact/

猫の耳部（イメージ）
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お 知 ら せお 知 ら せ

日本染色協会
⃝第２回　企画委員会	
	 ３月14日　於　Web会議
⃝技術・環境見学会	
	 ３月26日　於　(株)TLV加古川本社
⃝第４回　技術・環境対策委員会	
	 ３月26日　於　書面報告
⃝第４回　理事会	
	 ３月28日　於　綿業会館

経済産業省
⃝第14回　産業構造審議会繊維産業小委員会	
	 ３月19日　於　経済産業省
⃝第12回　繊維産業技能実習事業協議会	
	 ３月21日　於　経済産業省

日本繊維産業連盟
⃝幹事会	 ３月12日　於　Web会議

繊維産業流通構造改革推進協議会
⃝臨時理事会・臨時総会	
	 ４月16日　於　TFTビル

全国短繊維織物無地染工業組合
⃝第４回　企画・情報委員会	
	 ３月11日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

日本経編整染工業組合
⃝第１回　企画委員会、第４回　調査情報委員会	
	 ３月24日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

日本繊維機械学会
⃝テキスタイルカレッジ運営委員会	
	 ４月11日　於　大阪科学技術センター

繊維学会
⃝学会誌編集委員会	
	 ４月21日　於　リモート

　私の住む地域では毎週水曜日がプラごみの日だ。い
つも45ℓサイズのゴミ袋1袋がパンパンになるぐらいの
プラごみが出る。食品トレーや洗剤の容器、ペットボ
トルのラベル、それ以外にも身の回りには数えきれな
いほどのプラスチック製品が溢れている。一家庭だけ
でも1週間でこれだけ出るのだから、全世界ともなれば
それはもう大変な量である。
　しかし今、このプラスチック問題を小さな生き物が
解決しようとしている。その生き物とは｢ミールワーム｣
と呼ばれる鳥類や魚類、爬虫類などの餌として飼育さ
れているゴミムシダマシ科の幼虫だ。なぜこのミール
ワームがプラスチック問題を解決してくれるのかと言
うと、ポリスチレン（発泡スチロール）を食べて分解で
きる細菌を体内に持っているからである。マイクロプ
ラスチックの健康被害を心配する人間にとっては｢体に
悪そう｣としか思えないのだが、現段階では特にミール
ワームの体調が悪くなることもなく、生分解して排出
された排泄物も農作物にとって安全な物であるようだ。
　他にも京都工芸繊維大学が発見したイデオネラ・サ
カイエンシスというポリエチレンテレフタレート（ペッ
トボトルの原料・PET）を分解する細菌にも期待が寄
せられる。このイデオネラ・サカイエンシスについて
は「PETase」と「MHETase」という2種類の酵素が主に
PETを分解する事が解明された。そしてこの研究がア
メリカに渡り「FAST-PETase」へと進化する。「FAST-
PETase」はPETを50℃未満で分解できる酵素で、約50
種類のPET製品のほぼすべてを1週間以内に分解した。
　このミールワームやイデオネラ・サカイエンシスな
どの細菌によるプラスチック分解技術は、環境負荷の
大きいプラスチック処理問題を解決する大きな糸口と
なるだろう。
　生分解性プラスチックのように最終的に水と二酸化
炭素に分解されるプラスチックの開発なども進んでい
るが、まだまだ分解できない物が大半を占めている。
生分解性プラスチックの開発と平行して、細菌による
プラスチック分解技術も早急に進展してくれる事を願
う。そしていずれプラスチックを分解処理してくれる
ゴミ箱が各家庭に導入される未来を楽しみにしたい。

（E-mail address：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
� 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記 主 要 行 事 令和₇年₃月・₄月

　総務省･経済産業省では、2025年６月に「経済構造実態調査」を実施致します。
　「経済構造実態調査」は、全ての産業における付加価値等の構造とその変化を明らかにする基幹統計調査であり、
その調査結果は、国民経済計算（GDP統計）の精度向上への寄与の他、より正確な景気判断や効果的な行政施策の
立案、実施のための基礎資料、企業経営の参考資料などに広く利活用されることを目的としています。これは政府
の重要な調査であり、統計法に基づいた報告義務のある基幹統計調査です。
　調査をお願いする企業･事業所の皆様には、調査書類を５月から順次郵送致しますので、インターネットにて、
ご回答をお願い致します（郵送でご回答頂くこともできます）。

詳しくは、以下のURLをご覧下さい。
　経済構造実態調査ホームページ　https://www.stat.go.jp/data/kkj/index.html

2025年「経済構造実態調査」について
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